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デジタル時代の
本のゆくえ
OÙ VA LE LIVRE 

À L’ÈRE DU NUMÉRIQUE ?

日本の国立国会図書館とフランス国立図書館は、
現在「所蔵資料のデジタル化」という共通のテーマに取り組んでいる。
図書館の持つ膨大な「知」は、近年のデジタル化により
インターネットを通じての普及が可能になっているが、この「知の普及」をスムーズに実現するためには、
「何を誰に対してどのように配信すべきか」という基本的なテーマはもちろんのこと、
著作権者の利益保護や出版業界との連携方法など、解決しなければならない課題は多い。
そういった電子書籍の法律的・経済的な諸問題について、
両国の国立図書館は現在どのように考え、どうやって対応を進めているのか。
デジタル時代における国立図書館や出版業界のあり方について、
フランス国立図書館長のブルーノ・ラシーヌ氏、
国立国会図書館長の大滝則忠氏、
国立国会図書館電子情報部長の中山正樹氏、
専修大学教授で出版デジタル機構会長の植村八潮氏が語り合った。
＊この原稿は、2012年11月28日（水）日仏会館一階ホールにて行なわれた講演会をまとめたものです。
（主催◎日仏会館フランス事務所、アンスティチュ・フランセ日本
後援◎ フランス国立図書館、国立国会図書館、日仏図書館情報学会）

ブルーノ・ラシーヌ（仏国立図書館長）×大滝則忠（国立国会図書館長）×
植村八潮（専修大学教授／出版デジタル機構会長）×中山正樹（国立国会図書館電子情報部長）
司会／クリストフ・マルケ（日仏会館フランス事務所所長）



注1◆ガリカ（Gallica）……
1997年にフランス国立図書館
が設立した電子図書館サイト。
2013年2月14日現在、コンテ
ンツ総数213万4,154点。その
内訳は、書籍420,326点、文
書31,105点、図版573,632
点、録音資料2,583点などとな
っている。
http://gallica.bnf.fr/
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マ
ル
ケ
▼
本
日
司
会
を
務
め
ま
す
、
日
仏
会
館
フ

ラ
ン
ス
事
務
所
長
の
ク
リ
ス
ト
フ
・
マ
ル
ケ
で

す
。
第
一
部
で
は
、
国
の
文
化
遺
産
で
も
あ
る

図
書
館
の
蔵
書
を
、
こ
の
デ
ジ
タ
ル
化
時
代
に

お
い
て
ど
の
よ
う
に
活
用
す
べ
き
か
、
日
本
と

フ
ラ
ン
ス
両
方
の
国
立
図
書
館
長
の
お
話
を
伺

い
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
国
立
図
書
館
に
お
け
る
蔵
書
の
デ
ジ
タ
ル
化

は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
一
九
九
七
年
に
ガ
リ
カ﹇
注

1
﹈
が
ス
タ
ー
ト
し
、
日
本
で
も
二
〇
〇
〇
年

頃
か
ら
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
デ

ジ
タ
ル
化
の
流
れ
の
中
で
は
、
様
々
な
問
題
が

発
生
す
る
一
方
で
、今
後
の
蔵
書
の
活
用
に
つ
い

て
の
新
た
な
展
望
も
見
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
日
本
の
国
立
国
会
図
書
館
の
大
滝
則
忠

◆
第
一
部

デ
ジ
タ
ル
化
時
代
に
お
け
る

国
立
図
書
館
の
役
割
と
は

http://gallica.bnf.fr/


◎プロフィール
クリストフ・マルケ
（Christophe MARQUET）
日仏会館（東京・恵比寿）フランス事
務所・日本研究センター所長。フラン
ス国立東洋言語文化研究学院
（INALCO）教授。研究分野は日本
美術史と日本出版文化史。
研究業績・刊行物は、
http://marquet.inalco.free.
fr/ を参照。
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館
長
か
ら
、
同
館
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
実

現
と
そ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

大
滝
▼
国
立
国
会
図
書
館
の
館
長
、大
滝
則
忠
で

す
。
私
か
ら
は
「
デ
ジ
タ
ル
時
代
へ
の
国
立
国

会
図
書
館
の
対
応
」
と
し
て
、
国
立
国
会
図
書

館
が
取
り
組
ん
で
い
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
方
針
や

現
況
、
今
後
の
課
題
な
ど
を
お
話
し
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

国
立
国
会
図
書
館
の

デ
ジ
タ
ル
化
の
現
状

大
滝
▼
世
界
各
国
の
国
立
図
書
館
は
、
フ
ラ
ン
ス

で
始
ま
っ
た
納
本
制
度
に
よ
っ
て
、
各
国
内
の

出
版
文
化
財
を
収
集
し
、
長
期
に
わ
た
り
利
用

で
き
る
よ
う
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
日
本
で

も
、
一
九
四
八
年
に
国
立
国
会
図
書
館
法
に
よ

り
国
立
国
会
図
書
館
が
創
設
さ
れ
、
出
版
文
化

財
の
保
存
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
情
報
流

通
が
実
現
し
た
現
在
、
こ
う
し
た
伝
統
的
な
図

書
館
の
活
動
も
、
新
時
代
に
適
合
で
き
る
よ
う

変
革
を
遂
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
立
国
会
図
書
館
で
も
、
限
ら
れ
た
経
営
資
源

を
最
大
限
に
有
効
活
用
し
、
国
民
の
監
視
の
も

と
で
社
会
の
期
待
に
応
え
て
い
く
た
め
、
二
〇

一
二
年
七
月
末
に
「
私
た
ち
の
使
命
・
目
標
二

〇
一
二-

二
〇
一
六
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

内
容
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
は
、
ま
ず
我
々
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
使

命
）
は
、「
出
版
物
を
中
心
に
国
内
外
の
資
料
・

情
報
を
広
く
収
集
し
、
保
存
し
て
、
知
識
・
文

化
の
基
盤
と
な
り
、
国
会
の
活
動
を
補
佐
す
る

と
と
も
に
、
行
政
・
司
法
及
び
国
民
に
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
通
じ
、
国
民
の

http://marquet.inalco.free.fr/
http://marquet.inalco.free.fr/
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創
造
的
な
活
動
に
貢
献
し
、
民
主
主
義
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
」
と
再
認
識
し
ま
し
た
。
そ

の
う
え
で
、
こ
の
五
年
間
に
最
大
限
に
努
力
す

べ
き
目
標
と
し
て
、「
専
門
的
な
調
査
・分
析
と

迅
速
か
つ
的
確
な
情
報
提
供
に
よ
る
国
会
の
活

動
の
補
佐
」、「
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
含
む
資
料
の

収
集
・
保
存
」、「
収
集
し
た
資
料
へ
の
迅
速
か

つ
適
切
な
ア
ク
セ
ス
環
境
・
手
段
の
整
備
」、

「
未
曾
有
の
震
災
の
教
訓
を
後
世
に
伝
え
る
た

め
の
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
」、「
国

内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
と
の
協
力
・
連

携
」、「
透
明
性
が
高
く
効
率
的
な
運
営
管
理
」

の
六
点
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
も
今
日
の

テ
ー
マ
と
特
に
深
く
関
連
す
る
の
が
、
二
番
目

の
「
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
含
む
資
料
の
収
集
・
保

存
」、
そ
し
て
三
番
目
の
「
収
集
し
た
資
料
へ
の

迅
速
か
つ
適
切
な
ア
ク
セ
ス
環
境
・
手
段
の
整

備
」
の
二
つ
の
目
標
で
す
。

　
現
在
、
国
立
国
会
図
書
館
で
は
一
年
間
に
約

一
〇
〇
万
点
の
図
書
や
逐
次
刊
行
物
を
は
じ
め

と
す
る
資
料
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
蔵
書
数
は

二
〇
一
一
年
度
末
で
図
書
が
約
九
八
八
万
点
、

国立国会図書館の現況 出典／シンポジウム当日のレジュメより　作成／国立国会図書館



◎プロフィール
大滝則忠（おおたき　のりただ）
国立国会図書館長。
1944年生まれ。山形県川西町出身。
1968年から国立国会図書館に36
年余を奉職し、2004年に副館長と
して退職。
在職中、おおよそ20年に及んだ国
立国会図書館関西館の建設構想か
ら開館までの各段階にほぼ一貫し
て携わる。退職後も変わらず「図書
館」に関わり続け、東京農業大学教
授（図書館情報学）、社団法人日本
図書館協会理事を経て、2012年4
月に職員出身としては初の国立国
会図書館長に就任した。利用者の
目線に立ち、デジタル時代の国立
国会図書館サービスのあり方を職
員とともに追求する。
国立国会図書館→http://www.
ndl.go.jp/
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逐
次
刊
行
物
が
約
一
四
八
四
万
点
と
な
っ
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
C
D
や
D
V
D
な
ど
、
最
初

か
ら
デ
ジ
タ
ル
媒
体
に
記
録
さ
れ
た
資
料
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
加
え
て
「
従
来

の
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
も
の
」
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
こ
の「
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
は
、

図
書
館
に
と
っ
て
も
利
用
者
に
と
っ
て
も
便
利

な
だ
け
で
な
く
、
世
界
的
な
趨
勢
で
も
あ
る
た

め
、
図
書
館
は
今
後
、
業
務
の
中
で
デ
ジ
タ
ル

化
を
活
用
す
る
こ
と
が
必
須
と
な
っ
て
く
る
で

し
ょ
う
。

　
こ
こ
で
改
め
て
「
デ
ジ
タ
ル
化
」
の
目
的
を

考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
資
料
の
保
存
」
と

「
資
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
高
め
る
こ
と
」
の
二
点

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。「
資
料
の
保
存
」
は
、

「
所
蔵
資
料
を
永
く
保
存
し
な
が
ら
利
用
す

る
」
と
い
う
国
立
国
会
図
書
館
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
資
料
の

摩
滅
や
損
傷
を
防
ご
う
と
い
う
も
の
で
す
。
以

前
は
劣
化
防
止
の
た
め
紙
媒
体
を
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
で
撮
影
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
へ
の
変
換
が
主
流
と
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
も
う
一
つ
の「
資
料
へ
の
ア
ク
セ

ス
」
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
電
子
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
、
利
用
者
が
い
つ
で
も
ど

こ
か
ら
で
も
図
書
館
の
所
蔵
し
て
い
る
情
報
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
う
い
っ
た
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
際
し
て

は
、
法
的
な
基
盤
と
財
政
的
な
基
盤
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
ま
ず
法
的
な
基
盤
は
著
作
権
法
で

す
。
著
作
権
法
に
は
も
と
も
と
図
書
館
は
原
資

料
の
保
存
の
た
め
、
著
作
権
者
の
許
諾
な
く
図

書
館
資
料
を
複
製
で
き
る（
第
31
条
第
2
号
）
と
す

る
規
定
が
あ
り
、
国
立
国
会
図
書
館
に
限
ら

ず
、
図
書
館
に
お
け
る
収
蔵
資
料
の
デ
ジ
タ
ル

化
は
可
能
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
二
〇

http://www.ndl.go.jp/
http://www.ndl.go.jp/
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一
〇
年
一
月
以
降
は
著
作
権
法
が
改
正
さ
れ
、

国
立
国
会
図
書
館
で
は
著
作
権
者
の
許
諾
な
く

資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
そ

の
デ
ジ
タ
ル
化
の
成
果
を
館
内
で
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
二
〇
一
二
年
六

月
の
法
改
正
で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
で
デ
ジ

タ
ル
化
し
た
資
料
の
う
ち
、
絶
版
等
で
入
手
困

難
な
資
料
の
デ
ー
タ
は
、
全
国
の
公
共
図
書
館

や
大
学
図
書
館
に
も
送
信
で
き
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。
こ
ち
ら
は
現
在
技
術
面
の
準
備
を

進
め
て
お
り
、
二
〇
一
四
年
一
月
か
ら
送
信
シ

ス
テ
ム
が
稼
働
で
き
る
見
込
み
で
す
。

　
も
う
一
方
の
財
政
的
な
基
盤
に
つ
い
て
は
、

二
〇
〇
九
年
度
以
前
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
予
算
は

十
年
間
で
一
五
・
六
億
円
で
し
た
が
、
二
〇
〇

九
年
度
の
補
正
予
算
で
一
挙
に
一
二
七
億
円
が

予
算
化
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
翌
年
度
の
補
正
予

算
で
も
一
〇
億
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う

い
っ
た
莫
大
な
国
家
予
算
に
よ
る
裏
づ
け
、
そ

し
て
前
述
の
著
作
権
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
こ

こ
数
年
で
国
立
国
会
図
書
館
は
デ
ジ
タ
ル
化
の

作
業
を
大
幅
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

方針を支える根拠 出典／シンポジウム当日のレジュメより　作成／国立国会図書館
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二
〇
一
二
年
一
一
月
の
時
点
で
は
、
国
立
国

会
図
書
館
の
蔵
書
の
う
ち
約
四
分
の
一
に
あ
た

る
資
料
（
古
典
籍
、
和
図
書
、
和
雑
誌
、
官
報
、
博
士
論

文
な
ど
）、
合
計
二
二
〇
万
点
近
く
の
デ
ジ
タ
ル

化
が
完
了
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
中
で
著

作
権
の
保
護
期
間
が
切
れ
た
も
の
や
著
作
者
の

許
諾
を
得
た
も
の
な
ど
約
四
三
万
点
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
前
述
の
公
共
図
書
館

な
ど
へ
の
送
信
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
す
れ
ば
、
利

用
者
は
わ
ざ
わ
ざ
国
立
国
会
図
書
館
ま
で
出
向

か
な
く
て
も
、
地
元
の
図
書
館
で
国
立
国
会
図

書
館
所
蔵
の
資
料
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
こ
の
場
合
の
具
体
的
な
手
順
と
し
て

は
、
利
用
者
が
身
近
な
図
書
館
に
申
請
↓
各
図

書
館
か
ら
国
立
国
会
図
書
館
の
サ
ー
バ
へ
閲
覧

要
求
↓
国
立
国
会
図
書
館
の
サ
ー
バ
か
ら
各
図

書
館
に
資
料
デ
ー
タ
を
送
信
↓
利
用
者
に
提

供
、
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
サ
ー

ビ
ス
の
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス

で
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
受
け
る
可
能
性
の
あ
る

当
事
者
（
出
版
社
、
著
者
団
体
、
流
通
、
図
書
館
界
な

ど
）
が
「
資
料
デ
ジ
タ
ル
化
及
び
利
用
に
係
る

関
係
者
協
議
会
」
の
場
で
協
議
を
重
ね
た
う
え

で
枠
組
み
を
合
意
し
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
お
け
る
課
題

大
滝
▼
国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
こ
の
よ
う
に
デ

ジ
タ
ル
化
の
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
今

後
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
ま
ず
第
一
に
は
、
財
源
の
問
題

で
す
。
先
に
二
〇
〇
九
年
度
と
二
〇
一
〇
年
度

の
補
正
予
算
で
合
計
一
三
七
億
円
が
確
保
で
き

た
と
述
べ
ま
し
た
が
、
一
転
し
て
二
〇
一
二
年

度
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
予
算
は
、
ゼ
ロ
で
す
。
今

後
も
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
く
に

は
、
ど
う
し
て
も
財
源
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
な
ん
と
か
継
続
的
に
確
保
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
第
二
の
課
題
は
「
本
文
の
テ
キ
ス
ト

化
」
で
す
。
現
在
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
成
果
は

J
P
E
G
フ
ァ
イ
ル
、
つ
ま
り
イ
メ
ー
ジ
情
報

（
画
像
）
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
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中
に
含
ま
れ
る
文
字
情
報
を
テ
キ
ス
ト
化
す
れ

ば
本
文
検
索
が
可
能
に
な
り
、
利
用
者
の
利
便

性
が
確
実
に
向
上
し
ま
す
。
し
か
し
、
全
文
テ

キ
ス
ト
化
に
つ
い
て
は
著
作
権
者
ご
と
に
考
え

が
異
な
る
う
え
、
出
版
活
動
の
全
般
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
、

出
版
界
な
ど
に
慎
重
な
意
見
が
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
現
在
の
著
作
権
法
で
は
、
本

文
の
テ
キ
ス
ト
化
ま
で
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
視
覚
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
の
分
野

に
は
テ
キ
ス
ト
化
が
例
外
的
に
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
特
に
、
二
〇
〇
九
年
の
著
作
権
法
改
正

に
当
た
っ
て
は
、
衆
参
両
院
で
、
国
立
国
会
図

書
館
で
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
結
果
は
、
障
害
者

サ
ー
ビ
ス
の
分
野
で
十
分
に
活
用
で
き
る
よ
う

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
附
帯
決
議

が
あ
り
ま
し
た
。
視
覚
障
害
者
の
読
書
機
会
を

広
め
る
た
め
に
も
、
今
後
、
視
覚
障
害
者
サ
ー

ビ
ス
を
目
的
と
し
た
テ
キ
ス
ト
化
に
は
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
著
作
権
法
の
改
正
や
、
出
版
界

と
の
協
力
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
利

デジタル化の現況 出典／シンポジウム当日のレジュメより　作成／国立国会図書館
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制
度
設
計
し
て
、
有
償
出
版
物
や
D
R
M
の
あ

る
電
子
書
籍
・
電
子
雑
誌
等
を
収
集
で
き
る
よ

う
に
す
る
と
と
も
に
、
収
集
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ

の
利
用
環
境
の
整
備
や
長
期
的
な
保
存
の
た
め

の
課
題
解
決
に
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築

／
国
際
連
携
等

　
最
後
に
、
先
に
挙
げ
た
国
立
国
会
図
書
館
の

目
標
の
う
ち
、
デ
ジ
タ
ル
化
以
外
の
内
容
に
つ

い
て
も
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築

で
す
。
国
と
し
て
は
、
こ
の
未
曾
有
の
災
害
の

教
訓
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
現
在
さ
ま
ざ
ま

な
機
関
が
持
っ
て
い
る
東
日
本
大
震
災
の
記
録

を
分
担
し
て
収
集
し
、
保
存
す
る
と
い
う
方
針

を
立
て
て
い
ま
す
。
国
立
国
会
図
書
館
で
は
、

そ
れ
ら
の
情
報
を
総
合
的
に
検
索
で
き
る
ポ
ー

タ
ル
シ
ス
テ
ム
を
二
〇
一
三
年
三
月
に
公
開
す

る
予
定
で
す
。

活
用
の
さ
ら
な
る
促
進
、
紙
版
と
電
子
版
の
両

方
が
あ
る
出
版
物
へ
の
対
応
な
ど
も
、
今
後
に

国
立
国
会
図
書
館
で
検
討
す
べ
き
課
題
と
い
え

ま
す
。
加
え
て
、
こ
れ
か
ら
は
紙
資
料
の
デ
ジ

タ
ル
化
だ
け
で
な
く
、
最
初
か
ら
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
存
在
す

る
コ
ン
テ
ン
ツ
も
収
集
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
二
〇
〇
二
年

一
一
月
か
ら
W
A
R
P
（W

eb A
rch

ivin
g  

Project

／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
収
集
保
存
事
業
）
を
開

始
し
て
お
り
、
当
初
は
許
諾
に
よ
る
収
集
を
行

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
二
〇
一
〇
年
四
月
か
ら

は
公
的
機
関
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
に
つ
い

て
、
制
度
的
収
集
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
し
て

二
〇
一
二
年
六
月
の
国
立
国
会
図
書
館
法
改
正

に
よ
り
、
二
〇
一
三
年
七
月
以
降
は
民
間
の
電

子
書
籍
・
電
子
雑
誌
等
に
つ
い
て
も
、
制
度
的

収
集
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
面

は
無
償
か
つ
D
R
M
（
技
術
的
制
限
措
置
）
の
な
い

も
の
に
限
定
し
て
収
集
を
行
な
い
ま
す
が
、
今

後
は
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
者
を
は
じ
め
関
係
者
等

と
相
談
し
な
が
ら
更
な
る
法
律
改
正
を
含
め
て
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ま
た
、
国
際
的
な
連
携
と
し
て
は
、
米
国
議

会
図
書
館
と
U
N
E
S
C
O
の
主
導
に
よ
り
開

設
さ
れ
た
「
ワ
ー
ル
ド
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
」
や
、
各
国
の
国
立
図
書
館
と
の
連
携
協

力
な
ど
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
一
方
、
こ

れ
ま
で
に
も
、
オ
ラ
ン
ダ
王
立
図
書
館
と
協
定

を
結
ん
で
二
〇
〇
九
年
に
電
子
展
示
会
「
江
戸

時
代
の
日
蘭
交
流
」
を
開
催
し
た
り
、
二
〇
一

〇
年
に
は
中
国
・
韓
国
と
電
子
図
書
館
の
発
展

促
進
を
目
的
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

三
カ
国
の
文
化
・
学
術
遺
産
へ
の
容
易
な
ア
ク

セ
ス
を
目
指
す
「
日
中
韓
電
子
図
書
館
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
」
を
締
結
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。
今

後
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
立
図
書
館
と
の
連
携
協

力
も
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
先
ほ
ど

ラ
シ
ー
ヌ
館
長
と
お
話
し
た
の
で
す
が
、
二
〇

一
四
年
に
は
日
仏
の
文
化
交
流
九
〇
周
年
の
節

目
を
迎
え
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
、
私
た
ち

国
立
国
会
図
書
館
と
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館（
以

下
、
仏
国
立
図
書
館
）
が
共
同
で
電
子
展
示
会
の
サ

イ
ト
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、何
ら
か
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
一
緒
に
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ど
の
国
で
も
国
立
図
書
館
は
「
国
民
の
役
に

立
つ
仕
事
」
を
担
う
立
場
に
あ
り
ま
す
。
国
立

国
会
図
書
館
法
の
前
文
に
も
、「
国
立
国
会
図
書

館
は
、
真
理
が
わ
れ
ら
を
自
由
に
す
る
と
い
う

確
信
に
立
つ
て
、
憲
法
の
誓
約
す
る
日
本
の
民

主
化
と
世
界
平
和
と
に
寄
与
す
る
こ
と
を
使
命

と
し
て
、
こ
こ
に
設
立
さ
れ
る
」
と
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
今
後
も
「
真
理
が
我
ら

を
自
由
に
す
る
」
こ
と
を
確
信
し
つ
つ
、
国
民

の
た
め
と
な
る
仕
事
を
担
う
こ
と
に
強
い
誇
り

を
持
ち
、
国
際
的
な
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
デ

ジ
タ
ル
時
代
に
立
ち
向
か
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

マ
ル
ケ
▼
大
滝
館
長
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
で
は
次
に
、
仏
国
立
図
書
館
の
館
長
で
あ

る
ブ
ル
ー
ノ
・
ラ
シ
ー
ヌ
さ
ん
に
、
フ
ラ
ン
ス

に
お
け
る
国
立
図
書
館
の
現
状
を
お
話
し
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ラ
シ
ー
ヌ
館
長
は
、

二
〇
一
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
『G

oogle

と
新

し
い
世
界
』（G

oogle et le n
ouveau

 m
on

de, 

2010
）
と
い
う
著
書
の
中
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

対
す
る
ご
自
身
の
考
え
方
は
も
ち
ろ
ん
、
デ
ジ
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命
は
他
国
の
国
立
図
書
館
と
同
様
、
ま
ず
第
一

に
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
刊
行
資
料
に
つ
い
て
責
任

を
負
う
こ
と
で
す
。
仏
国
立
図
書
館
で
は
、
最

初
の
法
定
納
本
が
一
五
三
七
年
に
施
行
さ
れ
て

以
降
、
五
世
紀
近
く
に
わ
た
っ
て
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
な
立
場
で
で
き
る
だ
け
多
く
の
資
料
を
収
蔵

し
、
他
国
と
の
協
力
を
発
展
さ
せ
な
が
ら
、
研

究
の
た
め
の
有
力
な
ツ
ー
ル
を
提
供
し
て
き
ま

し
た
。
現
在
の
蔵
書
数
は
約
一
三
〇
〇
万
点

で
、
規
模
と
し
て
は
日
本
の
国
立
国
会
図
書
館

と
同
じ
く
ら
い
で
す
が
、
実
は
私
た
ち
は
蔵
書

の
約
一
〇
〇
〇
倍
に
あ
た
る
一
三
〇
億
件
以
上

の
膨
大
な
電
子
フ
ァ
イ
ル
を
所
有
し
て
い
ま

す
。
言
っ
て
み
れ
ば
今
、
仏
国
立
図
書
館
は

「
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
図
書
館
」
で
も
あ
る
の
で

す
。

　
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
う
の
は
、
一
種

の
革
命
で
す
。
こ
の
革
命
は
、
私
た
ち
が
図
書

館
の
使
命
を
遂
行
す
る
う
え
で
、
そ
の
方
法
を

大
き
く
変
化
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。
た
と
え
ば

国
の
知
的
文
化
財
を
集
め
る
た
め
の
法
定
納
本

は
、
以
前
は
郵
便
を
使
っ
て
紙
媒
体
の
書
籍
等

タ
ル
化
の
持
つ
新
し
い
可
能
性
や
、
さ
ら
に
は

G
oogle

の
よ
う
な
民
間
企
業
と
公
的
図
書
館

が
ど
の
よ
う
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
べ

き
か
な
ど
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
ラ
シ
ー
ヌ
館
長
、
お
願
い
し
ま
す
。

ラ
シ
ー
ヌ
▼
仏
国
立
図
書
館
の
館
長
、
ブ
ル
ー
ノ
・

ラ
シ
ー
ヌ
で
す
。
ま
ず
最
初
に
、
仏
国
立
図
書

館
の
概
要
か
ら
ご
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
の
概
要
と

デ
ジ
タ
ル
化

ラ
シ
ー
ヌ
▼
仏
国
立
図
書
館
は
、
一
三
八
〇
年
に

設
立
さ
れ
た
歴
史
あ
る
図
書
館
で
す
。
そ
の
使

http://www.bnf.fr/fr/outils/a.bienvenue_a_la_bnf_ja.html
http://www.bnf.fr/fr/outils/a.bienvenue_a_la_bnf_ja.html
http://www.bnf.fr/fr/outils/a.bienvenue_a_la_bnf_ja.html
http://www.bnf.fr/fr/outils/a.bienvenue_a_la_bnf_ja.html


12［最終ページ：37］　ず・ぼんNo.19-01　　デジタル時代の本のゆくえ◆日仏の国立図書館長、電子化状況を語る

を
送
っ
て
も
ら
う
形
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
二
〇
〇
六
年
か
ら
は
、
出
版
者
に
は
オ
ン

ラ
イ
ン
、
つ
ま
り
W
e
b
経
由
で
の
納
本
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
挙
げ
た
一
三

〇
億
件
も
の
電
子
フ
ァ
イ
ル
と
い
う
の
は
、
こ

う
し
た
変
化
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
も
の

で
す
。

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
資
料
へ
の
ア
ク
セ
ス

の
ハ
ー
ド
ル
も
劇
的
に
下
げ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
は
一
部
の
研
究
者
し
か
参
照
で
き
な
か
っ
た

よ
う
な
貴
重
な
資
料
、
た
と
え
ば
中
世
の
手
書

き
の
写
本
な
ど
も
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
誰

も
が
無
料
で
ア
ク
セ
ス
し
、
閲
覧
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
未
だ
か
つ
て
な

か
っ
た「
知
的
財
産
の
民
主
化
」
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
お
か
げ
で
、
国
際
間
の

資
料
の
や
り
と
り
な
ど
も
非
常
に
や
り
や
す
く

な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
、
そ
の
一
方
で
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
は
非

常
に
壊
れ
や
す
く
、
あ
る
意
味
で
紙
よ
り
ず
っ

と
脆
い
と
い
う
側
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

私
た
ち
は
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
永
久
保
存
す

る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
力
を
入
れ
て
き
ま

し
た
。
現
在
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め
に
確
保
さ

れ
た
年
間
予
算
の
う
ち
、
直
接
デ
ジ
タ
ル
化
の

作
業
に
使
っ
て
い
る
の
は
三
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
だ

け
で
、
残
り
は
す
べ
て
資
料
を
保
存
す
る
た
め

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
充
て
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
デ
ー
タ
の
品
質
を
よ
り

高
い
も
の
に
す
る
た
め
で
す
。

　
ま
た
、
私
た
ち
は
テ
キ
ス
ト
中
心
の
書
籍
だ

け
で
な
く
、
写
本
や
版
画
、
写
真
、
地
図
、
貨

幣
な
ど
の
資
料
に
つ
い
て
も
デ
ジ
タ
ル
化
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
際
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

全
体
に
つ
い
て
な
る
べ
く
完
全
に
デ
ジ
タ
ル
化

す
る
、
と
い
う
方
針
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
人
物
を
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
は
、
ア
ラ
ブ

の
も
の
、
ト
ル
コ
の
も
の
、
ペ
ル
シ
ャ
の
も
の

と
い
う
風
に
分
類
し
な
が
ら
、
収
蔵
す
る
す
べ

て
の
作
品
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
は
、
世
界
的
に
も

貴
重
で
美
し
い
ギ
リ
シ
ャ
貨
幣
が
一
三
万
枚
も

あ
る
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
も
そ
の
す
べ
て
を
デ
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ジ
タ
ル
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
う
い
っ

た
資
料
に
つ
い
て
は
、
現
物
を
そ
の
ま
ま
ス

キ
ャ
ン
し
た
り
撮
影
し
た
り
し
て
デ
ジ
タ
ル
化

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
よ
り
迅
速
に
研
究

者
に
資
料
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
図
書
館「
ガ
リ
カ
」

　
仏
国
立
図
書
館
で
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
デ

ジ
タ
ル
化
し
た
資
料
の
一
部
を
参
照
で
き
る
デ

ジ
タ
ル
図
書
館
と
し
て
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「G
allica

（
ガ
リ
カ
）」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

ガ
リ
カ
は
二
〇
年
前
に
創
設
さ
れ
、
一
五
年
前

か
ら
は
広
く
一
般
に
も
開
放
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
現
在
で
は
お
よ
そ
二
〇
〇
万
件
も
の
資
料

が
無
料
で
ア
ク
セ
ス
可
能
に
な
っ
て
お
り
、
八

〇
万
件
の
新
聞
記
事
な
ど
も
参
照
で
き
ま
す
。

ど
う
し
て
こ
れ
ほ
ど
膨
大
な
量
の
資
料
を
閲
覧

で
き
る
の
か
と
い
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
四

年
前
か
ら
研
究
者
支
援
を
目
的
と
し
て
資
料
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
予
算
を
つ
け
、
産
業
レ
ベ
ル
と

言
っ
て
よ
い
ほ
ど
大
規
模
に
デ
ジ
タ
ル
化
計
画

を
進
め
て
き
た
か
ら
で
す
。
こ
の
計
画
の
財
源

と
し
て
は
、
政
府
か
ら
仏
国
立
図
書
館
に
支
給

さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
化
関
連
の
予
算
が
年
間
六
〇

〇
〜
七
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
（
日
本
円
に
し
て
約
七
億

円
）
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
官
民
の
提
携

に
よ
っ
て
財
源
を
確
保
す
る
と
い
う
新
し
い
取

り
組
み
も
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
取
り
組
み
の

詳
細
は
後
述
し
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ
り
私
た
ち

は
よ
り
大
規
模
に
、
書
籍
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
毎
年

八
〇
〇
万
〜
一
〇
〇
〇
万
ペ
ー
ジ
、
本
に
換
算

す
る
と
七
万
〜
八
万
冊
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て

い
ま
す
（
た
だ
し
、
そ
の
す
べ
て
を
仏
国
立
図
書
館
で
デ

ジ
タ
ル
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、全
体
の
三
分
の
一
は

フ
ラ
ン
ス
国
内
の
提
携
し
て
い
る
他
の
図
書
館
に
お
い
て
、

国
の
計
画
の
一
環
と
し
て
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
）。

こ
れ
ら
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
ガ
リ
カ
で
参

照
で
き
る
資
料
が
増
え
、
そ
れ
と
と
も
に
ガ
リ

カ
の
利
用
者
も
ど
ん
ど
ん
増
加
し
て
い
き
ま
し

た
。
特
に
二
〇
一
二
年
一
〇
月
にiPad

版
ア
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プ
リ
を
リ
リ
ー
ス
し
て
か
ら
は
、
一
日
あ
た
り

お
よ
そ
四
万
人
を
超
え
る
人
た
ち
が
ガ
リ
カ
に

ア
ク
セ
ス
し
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て
資
料
を
閲

覧
し
て
い
ま
す
。

官
民
提
携
に
よ
る

資
金
調
達
の
仕
組
み

　
で
は
、
こ
の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
化
の
財
源
と

な
っ
て
い
る
「
官
民
提
携
の
仕
組
み
」
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
、
具
体
的
に
説
明
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
四
年
前
、
フ
ラ
ン
ス
政

府
は
経
済
成
長
促
進
の
た
め
に
大
規
模
な
国
債

を
発
行
し
、
未
来
に
向
け
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
投
資
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
総

額
三
五
〇
億
ユ
ー
ロ
の
う
ち
、
七
億
五
千
万

ユ
ー
ロ
が
「
知
的
文
化
遺
産
の
デ
ジ
タ
ル
化
と

そ
の
有
益
な
利
用
法
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
充

て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
仏
国
立
図
書
館
が
単

独
で
消
化
す
べ
き
予
算
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

官
民
連
携
の
枠
組
み
の
中
で
行
な
わ
れ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
の「
投
資
」
に
向
け
た
お
金
で
す
。

そ
し
て「
投
資
」
で
あ
る
以
上
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
採
算
性
の
あ
る
も
の
で
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
を

専
門
に
行
な
う
仏
国
立
図
書
館
一
〇
〇
％
出
資

の
子
会
社
を
作
り
、
い
く
つ
か
の
民
間
企
業
を

選
ん
で
提
携
の
申
し
入
れ
を
し
ま
し
た
。
そ
し

て
最
初
の
資
本
金
と
し
て
政
府
か
ら
一
〇
〇
〇

万
ユ
ー
ロ
を
受
け
取
り
、
複
数
の
大
き
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

も
し
、
こ
の
官
民
提
携
の
シ
ス
テ
ム
が
な
く
、

仏
国
立
図
書
館
だ
け
で
同
じ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

動
か
そ
う
と
し
て
い
た
ら
、
資
金
は
三
〇
〇
〇

万
ユ
ー
ロ
は
必
要
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
こ
れ
が

官
民
連
携
の
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
で
す
。

　
そ
し
て
採
算
性
を
確
保
す
る
た
め
、
民
間
企

業
と
の
提
携
期
間
中
（
通
常
七
〜
一
〇
年
間
）、
こ

の
提
携
シ
ス
テ
ム
で
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
資
料
に

関
し
て
は
、
仏
国
立
図
書
館
外
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
を
有
償
と
し
ま
し
た
（
仏
国
立
図
書
館
内
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
は
無
料
）。
提
携
期
間
が
切
れ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
順
次
ガ
リ
カ
で
無
料
公
開
し
ま
す

が
、
提
携
期
間
中
は
有
償
と
す
る
こ
と
で
、
私
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た
ち
の
子
会
社
に
利
益
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
の

利
益
が
、
ま
た
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
の
原

資
に
充
て
ら
れ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
こ
れ
は

政
府
の
資
金
を
補
完
す
る
と
い
う
新
し
い
仕
組

み
で
、
今
の
と
こ
ろ
運
営
は
う
ま
く
い
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
私
た
ち
が
こ
の
提
携
シ
ス
テ
ム
を

使
っ
て
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、「
ま
だ

著
作
権
で
保
護
さ
れ
て
は
い
る
が
市
場
で
は
も

う
入
手
で
き
ず
、
図
書
館
で
の
み
手
に
取
る
こ

と
が
で
き
る
二
〇
世
紀
の
書
籍
の
デ
ジ
タ
ル

化
」
と
い
う
一
大
事
業
で
す
。
こ
う
い
っ
た
入

手
不
可
能
な
書
籍
は
お
よ
そ
五
〇
万
冊
あ
り
、

読
者
が
も
っ
と
も
読
み
た
い
作
品
の
一
つ
と
い

え
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
現
す
れ

ば
、
入
手
不
可
能
な
書
籍
の
新
た
な
市
場
開
拓

が
可
能
に
な
る
は
ず
で
す
。
そ
こ
で
二
〇
一
二

年
二
月
、
こ
の
事
業
を
実
現
す
る
た
め
、
国
と

出
版
社
、
著
者
の
合
意
の
も
と
、
新
た
な
法
律

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
法
律
に
基

づ
い
て
、
仏
国
立
図
書
館
が
中
心
と
な
り
、
絶

版
書
籍
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
め
ら
れ
る
予
定
で

す
。
ま
ず
は
仏
国
立
図
書
館
が
法
定
納
本
を

ベ
ー
ス
に
、
市
場
で
入
手
不
能
に
な
っ
た
資
料

の
リ
ス
ト
を
作
成
し
ま
す
。
こ
の
リ
ス
ト
に
は

著
作
権
の
状
態
や
、
市
場
で
流
通
し
て
い
る
か

絶
版
に
な
っ
て
い
る
か
な
ど
の
情
報
が
記
載
さ

れ
ま
す
。
二
〇
一
三
年
の
春
頃
に
は
最
初
の
リ

ス
ト
が
完
成
す
る
予
定
で
、
そ
の
後
、
著
作
権

者
に
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
の
確
認
を
取
り
ま

す
。
法
律
に
よ
れ
ば
、
著
作
権
者
に
は
六
カ
月

間
の
猶
予
期
間
が
あ
り
、
そ
の
間
に
デ
ジ
タ
ル

化
を
許
諾
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
最
終
的
に
は
、
お
そ
ら
く
全
体
の
二

割
程
度
の
書
籍
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
利
用
者
は
出
版
社
が
定
め
る
金
額
を

支
払
う
こ
と
で
、
ガ
リ
カ
で
そ
の
書
籍
を
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
お
け
る

今
後
の
計
画

　

仏
国
立
図
書
館
は
フ
ラ
ン
ス
国
内
に
お
い

て
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
指
導
的
な
役
割
を
担
う
だ



注2◆ ヨ ー ロ ピ ア ー ナ
（Europeana）……ヨーロッ
パの電子図書館ポータルサイ
ト。2008年11月20日にプロ
トタイプが公開された。2011
年10月時点でのコンテンツは
約2,000万点を越えている。ヨ
ーロッパ各国の図書館、博物
館、文書館の協力によって、書
籍、音声、映像、動画、絵画、手
稿史料などのデジタル・データ
を公開している。
http://www.europeana.
eu/portal/
注3◆ワールドデジタル・ライ
ブ ラリー（World Digital 
Library）……2009年4月21
日にオープンした、米国議会図
書館とUNESCOが共同で推
進している電子図書館プロジ
ェクト。
世界各国の図書館等が提供す
る、各国の文化の特色を示す
手稿、地図、貴重書、写真、動画
等のデジタルコンテンツを、地
域、時系列、テーマ別に一望で
きるウェブサイトで、国立国会
図書館も参加して、コンテンツ
を提供している。
http://www.wdl.org/en/
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け
で
な
く
、
国
内
の
他
の
図
書
館
と
協
力
し
て

デ
ジ
タ
ル
化
の
計
画
を
進
め
て
い
く
役
割
も
持

ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
現
在
フ
ラ
ン
ス
国
内
で

は
、
二
つ
の
大
き
な
デ
ジ
タ
ル
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
進
行
中
で
す
が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
法
律

関
係
の
出
版
物
の
デ
ジ
タ
ル
化
計
画
で
す
。
こ

の
計
画
は
図
書
館
に
と
っ
て
も
市
民
に
と
っ
て

も
、
非
常
に
重
要
な
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
図
書
館
同
士
の
国
際

協
力
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
大
き
な
変
化
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
ガ
リ
カ
に

ア
ッ
プ
さ
れ
る
資
料
は
す
べ
て「
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ー

ナ
」﹇
注
2
﹈
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
電
子
図
書

館
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
上
に
も
表
示
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
は
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
図
書
館

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
米
国
議
会
図
書
館
と

U
N
E
S
C
O
の
主
導
に
よ
り
開
設
さ
れ
た

「
ワ
ー
ル
ド
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」﹇
注

3
﹈
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
し
、
さ
ら
に
は
特

定
の
パ
ー
ト
ナ
ー
国
と
共
同
で
二
国
間
活
動
も

行
な
っ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
大
滝
館
長
が
お
話

し
さ
れ
た
日
仏
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
立
ち
上
げ

計
画
も
、
そ
の
一
つ
で
す
。
こ
ち
ら
は
二
年
後

ま
で
に
実
現
さ
せ
る
予
定
で
す
が
、
ブ
ラ
ジ
ル

と
は
す
で
に
同
様
の
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
て
い

ま
す
。
今
後
は
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
よ
っ

て
、
図
書
館
は
物
理
的
に
散
ら
ば
っ
て
し
ま
い

や
す
い
豊
か
な
文
化
的
遺
産
を
、
再
結
集
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

マ
ル
ケ
▼
ラ
シ
ー
ヌ
館
長
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

http://www.europeana.eu/portal/
http://www.europeana.eu/portal/
http://www.wdl.org/en/
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ま
し
た
。

　
さ
て
、
お
二
人
の
お
話
を
お
聞
き
し
て
ま
ず

驚
い
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
に
課
せ
ら

れ
た
使
命
に
た
い
へ
ん
共
通
点
が
多
い
こ
と
で

す
。
ど
ち
ら
の
図
書
館
も
貴
重
な
資
料
を
収
蔵

し
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
う
問
題
に
対
し

て
も
迅
速
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
日
本
と
フ
ラ

ン
ス
と
で
は
、
対
応
に
多
少
の
違
い
も
あ
る
よ

う
で
す
。
こ
の
違
い
の
部
分
に
つ
い
て
、
少
し

掘
り
下
げ
て
議
論
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
最
初
に
伺
い
た
い
の
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
資
料
の
収
集
に
つ
い
て
で
す
。
ラ

シ
ー
ヌ
館
長
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
二
〇
〇
六
年
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
の
収
集
・
保
存
政
策

が
と
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

ラ
シ
ー
ヌ
▼
は
い
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
法
律
に
よ
っ

て
W
e
b
コ
ン
テ
ン
ツ
の
法
定
納
本
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ

れ
て
い
る
デ
ー
タ
の
う
ち
、
ド
メ
イ
ン
が「.fr

」

の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
し
て
は
、
無
料
の
も
の
も

有
料
の
も
の
も
、
す
べ
て
国
立
図
書
館
に
収
集

す
る
権
利
が
保
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
い
っ
て

も
す
べ
て
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
収
集
す
る
と
膨
大

な
量
に
な
り
ま
す
か
ら
、
私
た
ち
は
ど
う
す
れ

ば
よ
り
効
果
的
な
選
別
が
行
な
え
る
か
、
段
階

的
に
政
策
を
立
て
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
二

年
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で「.fr

」
ド
メ
イ
ン
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
全
般
を
拾
い
上
げ
た
あ
と
、
テ
ー
マ

や
サ
イ
ト
の
種
類
ご
と
に
掘
り
下
げ
な
が
ら
、

体
系
的
に
選
別
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え

ば
選
挙
や
戦
争
な
ど
大
き
な
出
来
事
が
あ
っ
た

と
き
に
は
、
そ
の
テ
ー
マ
で
も
よ
り
掘
り
下
げ

た
選
別
を
行
な
う
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
一
〇
年

以
上
前
か
ら
、
何
十
億
も
の
フ
ァ
イ
ル
を
ス

ト
ッ
ク
す
る
中
で
得
ら
れ
た
成
果
で
す
。

マ
ル
ケ
▼
大
滝
館
長
、日
本
で
は
い
か
が
で
す
か
。

大
滝
▼
先
に
お
話
し
し
た
と
お
り
、国
立
国
会
図

書
館
で
は
二
〇
一
〇
年
か
ら
国
や
公
共
機
関
が

発
信
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
資
料
の
収
集

を
始
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
二
〇
一
三
年
七
月

以
降
は
、
第
二
段
階
と
し
て
、
民
間
発
信
の
資

料
の
う
ち
「
従
来
の
図
書
や
逐
次
刊
行
物
に
相

当
す
る
電
子
書
籍
や
電
子
雑
誌
で
、
無
償
か
つ
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に
は
、
出
版
社
や
著
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
利
害

関
係
者
と
社
会
的
合
意
を
作
り
つ
つ
法
律
の
改

正
を
進
め
る
と
い
う
、
息
の
長
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

ン
グ
な
取
り
組
み
を
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
一
方
で
著
作
権
が
切
れ
た
作
品
に
つ
い
て

は
、
法
律
上
は
テ
キ
ス
ト
化
も
可
能
な
の
で
す

が
、
た
と
え
ば
今
か
ら
一
〇
〇
年
前
の
明
治
時

代
に
出
版
さ
れ
た
書
籍
の
本
文
を
テ
キ
ス
ト
化

す
る
場
合
、
O
C
R
（O

p
tical C

h
aracter 

Reader

／
光
学
式
文
字
読
取
装
置
）
の
読
み
取
り
に

よ
る
機
械
的
な
変
換
が
難
し
く
、
ど
う
し
て
も

コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。
と
は
い
え
、
利
用
者

の
利
便
性
が
テ
キ
ス
ト
化
に
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
の
で
、
そ
れ
を
最
終
目
標
と
し
て
実
験

を
重
ね
、
段
階
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ラ
シ
ー
ヌ
▼
仏
国
立
図
書
館
で
も
、
最
初
は
画
像

形
式
で
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
ま
し
た
が
、

G
oogle

の
進
出
を
機
に
テ
キ
ス
ト
形
式
に
切

り
替
え
ま
し
た
。
確
か
に
画
像
形
式
よ
り
テ
キ

ス
ト
形
式
の
方
が
コ
ス
ト
も
か
か
り
ま
す
し
、

印
刷
の
質
に
も
よ
り
ま
す
が
、
読
み
込
み
に
際

D
R
M
の
な
い
も
の
」
に
限
定
し
て
収
集
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。
全
体
的
な
動
き
は
フ
ラ
ン

ス
に
比
べ
て
遅
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
段
階

的
に
同
じ
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
な
う
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

マ
ル
ケ
▼
で
は
第
二
に
、
資
料
の
保
存
形
式
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
利
用
者
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ

た
資
料
に
ア
ク
セ
ス
す
る
場
合
、
フ
ラ
ン
ス
で

は
ガ
リ
カ
に
テ
キ
ス
ト
形
式
の
資
料
が
ア
ッ
プ

さ
れ
て
お
り
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
使
っ
て
全
文

検
索
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日

本
で
は
ま
だ
こ
の
段
階
ま
で
進
ん
で
お
ら
ず
、

現
時
点
で
は
イ
メ
ー
ジ
情
報
（
画
像
）
へ
の
ア
ク

セ
ス
の
み
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
こ
れ
は
主
に
技
術
的
な
問
題
な
の
で

し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
他
に
理
由
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

大
滝
▼
や
は
り
最
大
の
理
由
は
、著
作
権
法
の
問

題
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
の
著
作
権
法
で
は
、

著
作
権
が
切
れ
て
い
な
い
作
品
を
著
作
権
者
の

許
諾
な
し
に
テ
キ
ス
ト
化
す
る
こ
と
は
認
め
ら

れ
て
い
な
い
の
で
す
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る



19［最終ページ：37］　ず・ぼんNo.19-01　　デジタル時代の本のゆくえ◆日仏の国立図書館長、電子化状況を語る

大
滝
館
長
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
？

大
滝
▼
せ
っ
か
く
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
資
料
に
、国

外
は
も
と
よ
り
国
内
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
な

い
と
い
う
問
題
で
す
よ
ね
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
我
々
も
コ
ス
ト
を
か
け
て
著
作
権
者
の
許

諾
を
得
る
な
ど
の
権
利
処
理
を
進
め
、
よ
り
多

く
の
資
料
が
外
部
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
可
能
に
な

る
よ
う
、
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
「
市
場
で
入
手
不
可
能
な

書
籍
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
る
」
と
い
う

お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
我
々
も
絶
版
等
で
入

手
困
難
に
な
っ
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
全
国
の

公
共
図
書
館
や
大
学
図
書
館
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

カ
ウ
ン
タ
ー
に
送
信
す
る
こ
と
が
二
〇
一
二
年

六
月
の
著
作
権
法
の
改
正
に
よ
り
可
能
と
な

り
、
こ
ち
ら
は
二
〇
一
四
年
一
月
か
ら
稼
働
予

定
で
す
。
館
外
で
の
デ
ー
タ
利
用
が
、
そ
れ
を

契
機
に
今
後
広
が
っ
て
い
く
形
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

し
て
の
技
術
的
な
難
度
も
上
が
り
ま
す
。
し
か

し
現
在
で
は
、
研
究
者
は
も
ち
ろ
ん
一
般
の
利

用
者
に
と
っ
て
も
、
ガ
リ
カ
の
サ
ー
ビ
ス
を
十

分
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
テ
キ
ス
ト
形
式
で

の
デ
ジ
タ
ル
化
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

マ
ル
ケ
▼
確
か
にG

oogle

の
影
響
は
決
定
的
で

す
ね
。
一
般
の
利
用
者
に
と
っ
てG
oogle

は

一
つ
の
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
の
と
こ
ろ
日
本
の
書
籍
の
中
身
に
関
し
て

は
、G

oogle
で
も
ほ
と
ん
ど
検
索
で
き
な
い

状
況
で
す
。

　
で
は
、
三
つ
目
の
問
題
に
移
り
ま
す
。
デ
ジ

タ
ル
化
さ
れ
た
資
料
の
数
は
、
仏
国
立
図
書
館

が
約
二
〇
〇
万
点
、
国
立
国
会
図
書
館
が
約
二

二
〇
万
点
と
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
一
般
の
利
用
者
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
件
数
は

大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
こ
れ
は
国
立
国

会
図
書
館
で
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
資
料
の
う

ち
、
外
部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
許
可
さ
れ
て
い

る
の
が
全
体
の
五
分
の
一
程
度
に
限
ら
れ
て
い

る
た
め
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
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マ
ル
ケ
▼
第
二
部
で
は
「
デ
ジ
タ
ル
書
籍
と
出
版

業
界
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
専
修
大

学
教
授
で
出
版
デ
ジ
タ
ル
機
構
会
長
の
植
村
八

潮
先
生
、
国
立
国
会
図
書
館
電
子
情
報
部
長
の

中
山
正
樹
さ
ん
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
議

論
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
き
ほ
ど
の
第
一
部
で
は
、
ラ
シ
ー
ヌ
館
長

が
「
フ
ラ
ン
ス
で
は
官
民
提
携
に
よ
る
資
金
調

達
が
行
な
わ
れ
て
い
る
」
と
い
う
お
話
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
日
本
で
も
二
〇
一
二
年
四
月

に
、
中
小
出
版
社
の
電
子
出
版
産
業
参
入
を
容

易
に
す
る
た
め
に
株
式
会
社
「
出
版
デ
ジ
タ
ル

機
構
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
組
織
は
出

版
社
の
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
だ
け
で
な
く
、
電
子

書
籍
流
通
の
基
盤
整
備
を
進
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
こ
の
出
版
デ
ジ
タ
ル

機
構
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
会
長
の
植
村
八

潮
先
生
か
ら
お
話
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

植
村
▼
そ
も
そ
も
本
と
は
、言
葉
を
そ
の
ま
ま
文

字
で
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
言
語
に
依
存
し
て

作
ら
れ
て
い
る
も
の
と
い
え
ま
す
。
つ
ま
り
出

◆
第
二
部

デ
ジ
タ
ル
書
籍
と

出
版
業
界
に
つ
い
て
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版
産
業
と
は
、
そ
の
国
の
言
語
に
依
存
し
た
産

業
な
わ
け
で
す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
の

流
通
形
態
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
内
容
は
、
各
国
固

有
の
社
会
制
度
や
文
化
に
深
く
関
わ
っ
て
き
ま

す
。
た
と
え
ば
日
本
で
は
、
書
店
で
雑
誌
と
書

籍
が
一
緒
に
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
そ

れ
は
日
本
だ
け
の
特
殊
な
例
で
あ
っ
て
、
欧
米

で
は
雑
誌
は
書
籍
と
は
別
に
、
マ
ガ
ジ
ン
ス
タ

ン
ド
で
販
売
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
す
。
ま

た
、
日
本
で
は
漫
画
と
い
う
独
自
の
文
化
が
育

ち
ま
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
も
バ
ン
ド
デ
シ
ネ

と
い
う
す
ば
ら
し
い
漫
画
文
化
が
あ
り
ま
す
。

出
版
物
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
枠
組
み
の
中
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
流
通
形
態
や
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
り

上
げ
て
き
た
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
前
半
で
も
話
題
に
な
っ
て
い
た
よ

う
に
、
最
近
はG

oogle

が
思
い
も
か
け
な
い

形
で
各
国
の
流
通
チ
ャ
ネ
ル
に
割
っ
て
入
っ

て
、
電
子
書
籍
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
な

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
本
文
検
索
自

体
は
素
晴
ら
し
い
サ
ー
ビ
ス
だ
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
が
著
作
権
者
の
許
諾
な
く
行
な
わ
れ

て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
当
然
な
が
ら
各

国
か
ら
強
い
異
議
が
出
ま
し
た
。
他
に
も
ア
マ

ゾ
ン
や
ア
ッ
プ
ル
な
ど
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

マ
ー
が
登
場
し
た
こ
と
に
よ
り
、
自
国
内
の
出

版
流
通
チ
ャ
ネ
ル
が
、
外
国
企
業
の
管
理
下
に

移
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
本
を
読
む
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て

も
、
従
来
の
紙
媒
体
だ
け
で
な
く
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
E
ブ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
デ
バ
イ
ス
が
登
場
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

活
字
離
れ
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
情
報
流
通
の

変
化
と
読
書
の
多
様
化
と
言
う
べ
き
で
す
。
そ

う
考
え
れ
ば
、
電
子
書
籍
市
場
の
拡
大
を
は
じ

め
、
今
後
の
あ
ら
ゆ
る
出
版
産
業
の
育
成
策

http://www.pubridge.jp/
http://www.pubridge.jp/
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は
、
当
然
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
進
め
ら

れ
る
べ
き
も
の
と
な
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
出
版

文
化
が
「
自
国
の
言
語
文
化
そ
の
も
の
」
で
あ

る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
本
来
国
の
政
策
課
題
と
い

え
ま
す
。
そ
こ
で
必
要
と
な
る
新
た
な
制
度
設

計
に
つ
い
て
は
、
官
民
共
同
で
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　
そ
の
一
つ
の
あ
り
方
と
し
て
、
私
た
ち
は
出

版
デ
ジ
タ
ル
機
構
と
い
う
株
式
会
社
を
作
り
ま

し
た
。
設
立
は
二
〇
一
二
年
四
月
で
す
が
、
設

立
後
た
だ
ち
に
官
民
フ
ァ
ン
ド
か
ら
一
五
〇
億

円
の
出
資
が
決
ま
り
、
同
時
に
大
手
印
刷
会
社

か
ら
も
出
資
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
意

味
で
官
民
共
同
の
取
り
組
み
と
い
え
ま
す
。
こ

の
出
版
デ
ジ
タ
ル
機
構
の
目
的
は
、
電
子
出
版

ビ
ジ
ネ
ス
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
の
提
供
と
、
あ
ら
ゆ
る
本
が
電
子
書
籍

と
し
て
読
め
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
環
境
整
備

で
す
。
電
子
出
版
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
支
援
し
て
、
誰
も
が
電
子
出
版

に
関
し
て
自
由
な
言
論
表
現
活
動
に
参
加
で
き

る
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
自
由
な

言
論
表
現
活
動
」
あ
る
い
は
「
知
る
権
利
」
を

担
保
す
る
こ
と
も
ま
た
、
出
版
デ
ジ
タ
ル
機
構

の
重
要
な
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
出
版
デ
ジ
タ
ル
機
構
の
サ
ー
ビ
ス
名
は

「
パ
ブ
リ
ッ
ジ
」
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は「
パ
ブ

リ
ッ
シ
ュ
＋
ブ
リ
ッ
ジ
」
を
く
っ
つ
け
て
作
っ

た
造
語
で
す
。
川
に
橋
を
か
け
れ
ば
人
々
の
交

流
が
始
ま
り
ま
す
し
、
空
き
地
を
広
場
と
し
て

整
備
す
れ
ば
市
場
が
立
ち
ま
す
。
私
た
ち
は
電

子
書
籍
を
読
む
た
め
の
端
末
と
あ
ら
ゆ
る
書

店
、
出
版
社
を
結
ぶ
存
在
で
あ
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
先
の
こ
と
、
た
と
え
ば
ど
ん

な
著
者
が
読
者
の
人
気
を
獲
得
す
る
か
と
い
う

こ
と
は
、
自
由
競
争
の
中
で
行
な
わ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
私
た
ち
が
関
与
す
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
パ
ブ
リ
ッ
ジ
の
仕
事
は
、
あ
く
ま
で
広

場
を
整
え
る
こ
と
。
そ
こ
で
市
場
を
立
ち
上

げ
、
商
業
ベ
ー
ス
で
競
争
す
る
の
は
、
出
版
社

や
電
子
書
店
の
仕
事
で
す
。

　
さ
て
、「
知
識
」
は
文
字
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
今
か
ら
二
〇
年
く
ら
い
前
ま
で

は
、
文
字
は
紙
の
上
で
し
か
流
通
し
て
い
ま
せ
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ん
で
し
た
。
し
か
し
今
の
時
代
の
私
た
ち
は
、

圧
倒
的
な
量
の
文
字
を
紙
で
は
な
く
、
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
で
読
ん
で
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
膨
大
な
デ
ジ
タ
ル
文
字
情
報
が
作
り
出
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。
し
か
も
、
そ
の
デ
ジ
タ
ル
情

報
の
信
頼
性
は
、
必
ず
し
も
担
保
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
以
前
は
誰
か
が
「
本
」
と
い
う
形
で
知

識
を
体
系
的
に
構
造
化
し
て
発
信
し
て
き
た
た

め
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
知
識
は
あ
る
程
度

信
頼
性
が
担
保
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は

知
識
は
単
な
る
「
情
報
」
と
な
り
、「
検
索
」
と

い
う
枠
組
み
の
な
か
に
落
と
し
込
ま
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
発
信
者
の
作
家
性
は
失

わ
れ
、
実
名
も
わ
か
ら
ず
、
責
任
の
主
体
が
曖

昧
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
現
代
に
お
い

て
、
知
識
の
信
頼
性
、
権
威
性
を
も
う
一
度
再

構
築
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
私
は
、

こ
こ
に
出
版
社
の
役
割
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。「
知
識
」
と
い
う
も
の
を
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
す
る
、
育
て
上
げ
る
場
と
し
て
、
出
版

社
が
機
能
を
果
た
し
て
い
く
。
こ
の
枠
組
み
は

今
後
も
変
わ
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
紙
の
書
籍
と
デ
ジ
タ
ル
書
籍

が
出
版
社
か
ら
同
時
に
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
紙
の
シ
ェ
ア

は
相
対
的
に
下
が
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
私
た

ち
は
同
じ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
上
で
、
書
籍
と
雑

誌
と
新
聞
を
読
む
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
も

と
も
と
書
籍
と
雑
誌
と
新
聞
は
、
流
通
チ
ャ
ネ

ル
と
刊
行
形
態
と
い
う
物
理
的
な
ス
タ
イ
ル
の

違
い
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い

の
で
す
が
、
今
後
そ
れ
ら
が
同
一
の
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
端
末
上
で
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
当

然
な
が
ら
こ
の
区
分
は
失
わ
れ
ま
す
。
書
籍
と

雑
誌
と
新
聞
の
境
目
は
、
た
ぶ
ん
溶
け
て
な
く

な
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
「
出
版
＝
紙
に
印

刷
し
て
発
行
す
る
こ
と
」
と
か
、「
読
者
＝
本
を

読
む
人
」
と
い
う
認
識
も
ま
た
、
過
去
の
概
念

に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
む
し
ろ
、
出
版
社
は
電
子
書
籍
を
作
る
た
め

に
デ
ー
タ
を
ア
ー
カ
イ
ブ
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
構
築
す
る
わ
け
で
、
あ
る
意
味
そ
れ
は
民
間

の
電
子
図
書
館
で
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
も

と
も
と
公
共
機
関
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
図



24［最終ページ：37］　ず・ぼんNo.19-01　　デジタル時代の本のゆくえ◆日仏の国立図書館長、電子化状況を語る

書
館
サ
ー
ビ
ス
が
、
電
子
書
籍
と
い
う
形
で
民

間
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
拡
大
し
て
い
く
わ
け
で
す
。

こ
の
流
れ
は
、
日
本
に
比
べ
て
デ
ジ
タ
ル
書
籍

の
流
通
が
進
ん
で
い
る
欧
米
の
例
を
み
て
も
明

ら
か
で
す
。
た
だ
、
こ
こ
に
は
一
つ
大
き
な
問

題
が
あ
っ
て
、
民
間
サ
ー
ビ
ス
は
企
業
の
都
合

に
よ
っ
て
一
方
的
に
中
止
に
な
っ
た
り
、
企
業

が
倒
産
し
て
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
外
国

企
業
に
買
収
さ
れ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
自
国
の
素
晴
ら
し
い
文
化
遺
産
で
あ
る
電

子
書
籍
と
い
う
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
、
紛
失
す
る

と
か
外
国
企
業
に
の
っ
と
ら
れ
る
と
い
う
事
態

は
、
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
私
は
こ
こ
に
、
国
立
国
会
図
書
館
の
大
い
な

る
役
割
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
文
化
資
源

で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
資
料
の
保
存
は
、
も
は
や
国

家
事
業
で
す
。
た
だ
、
こ
の
事
業
は
国
立
国
会

図
書
館
が
単
独
で
行
な
う
も
の
で
は
な
く
、
民

間
の
力
も
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
た
と
え
ば
「
ダ
ー
ク
ア
ー
カ
イ
ブ
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
民
間
の
出
版
社
が
コ

ン
テ
ン
ツ
を
提
供
し
て
い
る
間
は
、
国
立
国
会

図
書
館
は
と
り
あ
え
ず
デ
ー
タ
の
保
存
だ
け
は

し
て
お
く
。
そ
し
て
も
し
そ
の
出
版
社
が
倒
産

し
た
り
、
海
外
企
業
に
買
収
さ
れ
て
貴
重
な
資

料
が
散
逸
し
そ
う
な
場
合
は
、
す
ぐ
に
そ
れ
を

国
立
国
会
図
書
館
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
利

用
す
る
。
今
後
は
そ
う
い
う
仕
組
み
が
出
て
き

て
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
図
書
館

に
は
、
私
た
ち
の
「
知
る
権
利
」
を
保
障
し
つ

づ
け
る
と
い
う
重
要
な
役
割
が
あ
る
の
で
す
か

ら
。

　
い
つ
の
時
代
も
、
本
が
も
た
ら
す
「
知
」
と

の
出
合
い
は
重
要
な
も
の
で
す
。
し
か
し
紙
の

本
は
、
発
行
後
一
定
の
時
間
が
経
っ
て
売
れ
な

く
な
る
と
、
品
切
れ
に
な
っ
て
市
場
か
ら
消
え

る
宿
命
に
あ
り
ま
す
。
一
方
で
図
書
館
の
蔵
書

ス
ペ
ー
ス
に
も
限
り
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
書
籍

が
閉
架
書
庫
に
収
め
ら
れ
て
し
ま
う
と
、
や
は

り
ア
ク
セ
ス
し
づ
ら
く
な
り
ま
す
。
そ
の
意
味

で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
は
非
常
に
素
晴
ら
し
い
も

の
で
す
。
た
だ
、
小
さ
な
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
中

だ
け
の
出
合
い
に
は
、
や
は
り
限
界
も
あ
り
ま
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す
。
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
だ
け
で
な
く
、
で

き
れ
ば
物
理
的
な
本
と
の
出
合
い
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
誰
で
も
が
素
晴
ら
し
い
本
に
ア

ク
セ
ス
し
や
す
く
な
る
、
あ
る
い
は
そ
う
い
っ

た
ビ
ジ
ネ
ス
が
成
立
す
る
仕
組
み
も
考
え
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
今
後
は
私
た
ち
パ
ブ
リ
ッ
ジ

も
、
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

マ
ル
ケ
▼
植
村
会
長
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
で
は
続
い
て
、
国
立
国
会
図
書
館
電
子
情

報
部
長
の
中
山
正
樹
さ
ん
に
、
国
立
国
会
図
書

館
が
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
あ
た
っ
て
出
版
業

界
と
ど
の
よ
う
な
協
力
関
係
を
築
い
て
い
る
か

に
つ
い
て
、
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
山
▼
国
立
国
会
図
書
館
電
子
情
報
部
長
の
中

山
で
す
。
私
か
ら
は
、
国
立
国
会
図
書
館
が
民

間
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
電
子
書
籍
の

普
及
や
出
版
産
業
の
発
展
に
ど
の
よ
う
に
寄
与

で
き
る
か
、
現
在
の
取
り
組
み
を
中
心
に
お
話

し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
前
提
と
し
て
、
現
在
、
膨
大
な
量
の
デ

ジ
タ
ル
な
出
版
物
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
流

通
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
を
網
羅
的
に
収
集
・
保
存
し
て
、
将
来
に
わ

た
っ
て
利
用
を
保
障
し
て
い
く
の
が
、
国
立
国

会
図
書
館
の
役
割
で
す
。
し
か
し
今
の
時
代
、

そ
れ
を
私
た
ち
だ
け
で
実
現
す
る
こ
と
は
も
は

や
不
可
能
で
す
。
今
後
、
電
子
書
籍
の
普
及
は

も
と
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
の
利
活
用
を
促

進
す
る
た
め
に
は
、
国
立
国
会
図
書
館
以
外
に

も
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
の
施
策
を
活
用
し
、

さ
ら
に
民
間
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
連
携
も
強
化
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
国
立
国
会

図
書
館
が
収
蔵
す
る
全
資
料
の
う
ち
、
四
分
の

三
は
ま
だ
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
を
国
立
国
会
図
書
館
の
資
金
、
技
術
だ
け

◎プロフィール
中山正樹（なかやま・まさき）
国立国会図書館　電子情報部長
1955年生まれ。2002年国立国会
図書館入館。
電子図書館事業の企画立案、デジ
タルアーカイブシステム、図書館サ
ービスシステムの構築・運用を管理。
2011年より電子情報部長として、
資料のデジタル化、オンライン資料
の収集・提供等、関係機関と連携し
た電子情報サービスの企画・構築、
東日本大震災アーカイブの構築事
業を統括。また、CIO（情報化統
括責任者）として、次世代図書館サ
ービスの構築に向けた業務システ
ム最適化計画を策定中。業務・シス
テムを効率化し、より創造的なサー
ビスの実現を目指す。
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で
実
施
す
る
の
は
困
難
な
の
で
す
。
特
に
、
デ

ジ
タ
ル
化
資
料
の
利
活
用
に
不
可
欠
な
本
文
内

容
の
検
索
が
可
能
な
テ
キ
ス
ト
形
式
で
の
電
子

書
籍
化
は
、
国
や
民
間
の
資
源
や
研
究
開
発
成

果
を
活
用
し
な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
い
で
し
ょ

う
。

　
こ
の
前
提
に
立
っ
た
う
え
で
、
こ
れ
か
ら
電

子
書
籍
の
普
及
を
目
指
す
に
あ
た
り
、
出
版
社

と
国
立
国
会
図
書
館
は
い
か
に
連
携
し
て
い
く

べ
き
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ

で
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
が
、
電
子
書
籍
ビ
ジ
ネ

ス
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
整
備
、
電
子
書
籍

の
著
作
権
処
理
の
集
中
管
理
や
、
電
子
書
籍
の

仕
様
決
め
、
す
な
わ
ち
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
や
メ
タ
デ
ー
タ
等
の
共
通
化
な
ど
で
す
。
以

下
、順
番
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

電
子
書
籍
の
保
存

　
国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
電
子
書
籍
は
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
電
子
書
庫
に
よ
っ
て
永
続

的
な
保
存
を
保
障
し
て
い
ま
す
。
分
散
フ
ァ
イ

ル
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
段
階
的
に
拡
張
可
能
な

形
に
な
っ
て
い
る
電
子
書
庫
を
、
複
数
の
拠
点

に
分
散
し
て
保
存
す
る
わ
け
で
す
。
こ
の
電
子

書
庫
は
、
出
版
社
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
機
能
、
デ
ィ
ザ
ス
タ
リ
カ
バ
リ（disaster 

recovery

／
災
害
で
被
害
を
受
け
た
シ
ス
テ
ム
を
復
旧
・

修
復
す
る
こ
と
。
ま
た
は
被
害
を
最
小
限
に
押
さ
え
る
た
め

の
備
え
を
す
る
こ
と
）
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で
も

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

資
料
や
資
源
への
一
元
的
な
ア
ク
セ
ス

　
国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
電
子
書
籍
を
含
め

た
国
内
の
刊
行
物
の
目
録
を
作
成
し
、
維
持
し

て
い
ま
す
。
目
録
で
は
、
紙
資
料
・
デ
ジ
タ
ル

資
料
な
ど
形
態
の
異
な
る
書
誌
の
情
報
も
共
通

化
し
、
統
合
的
に
検
索
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
資
料
が
保
管
さ
れ
て
い
る
場
所
ま
で
ナ
ビ

ゲ
ー
ト
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
準
備
し
て
い
ま

す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
「N

D
L search

」﹇
注

4
﹈
と
い
う
名
前
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
活
用

　
国
立
国
会
図
書
館
で
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
資
料
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は
、
出
版
デ
ジ
タ
ル
機
構
な
ど
を
通
じ
て
そ
の

本
の
出
版
元
に
提
供
す
る
モ
デ
ル
も
想
定
さ
れ

ま
す
。
出
版
社
は
、
そ
れ
を
自
社
で
電
子
書
籍

化
し
て
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後

は
、
出
版
社
が
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
出
版
し
た
も

の
を
当
館
で
収
集
し
、
当
館
の
電
子
書
庫
の
中

に
、
ダ
ー
ク
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
保
存
し
、
電

子
書
籍
サ
イ
ト
で
障
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、

こ
の
電
子
書
庫
か
ら
提
供
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
当
館
が
デ
ジ
タ
ル
化
し

た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
利
活
用
の
仕
組
み
に
関
し
て

は
、
現
在
文
化
庁
で
も
「
著
作
物
の
流
通
と
利

用
に
関
し
て
の
円
滑
化
に
関
す
る
実
証
実
験
」

が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
よ
り
有
効
な

権
利
処
理
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
私
た
ち

と
し
て
も
、
そ
の
実
証
実
験
の
結
果
を
当
館
の

サ
ー
ビ
ス
構
築
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

公
共
図
書
館
への
デ
ー
タ
提
供
環
境
の
共
通
化

　
二
〇
一
四
年
一
月
以
降
は
、
国
立
国
会
図
書

館
が
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
資
料
の
う
ち
、
絶
版
本

な
ど
市
場
で
流
通
困
難
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

当
館
か
ら
公
共
図
書
館
に
デ
ー
タ
を
配
信
で
き

る
よ
う
に
な
る
予
定
で
す
。
そ
れ
に
向
け
て
現

在
、
公
共
図
書
館
に
お
け
る
電
子
書
籍
の
利
用

環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
商
用
の
電
子

書
籍
サ
イ
ト
や
、
国
内
の
各
種
電
子
書
籍
販
売

サ
イ
ト
は
も
と
よ
り
、
ア
マ
ゾ
ン
の
キ
ン
ド
ル
、

G
oogle

のG
oogle Play 

ブ
ッ
ク
ス
な
ど
も

含
め
て
、
公
共
図
書
館
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
資

料
の
利
用
環
境
を
共
通
化
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
電
子
書
籍
そ
の
も
の
の
仕
様
に
つ
い
て
も
、

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
共
通
化

を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

注4◆NDL search…… 国 立
国会図書館サーチ。2012年1
月6日よりスタートした、国立国
会図書館の検索サービスです。
国立国会図書館をはじめ、全国
の公共図書館、公文書館、美術
館や学術研究機関等が持つ情
報を検索できる。2013年2月
現在、82個のデータベースか
ら収集した約7300万件の文献
情報等が検索可能。目次情報
や資料の本文全文を対象とし
た検索、近日中に刊行される図
書（近刊図書）の検索をするこ
とができる。
http://iss.ndl.go.jp/

http://iss.ndl.go.jp/


注5◆メタデータ……データそ
のものに付与されているデー
タのこと。
注6◆API（Application 
Programming Interface）
……開発者が、外部のソフトウ
ェアやウェブサービスの機能
を利用するための仕組み。
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著
作
権
情
報
の
集
中
管
理

　

電
子
書
籍
の
著
作
権
情
報
管
理
に
つ
い
て

は
、
国
立
国
会
図
書
館
と
出
版
業
界
が
一
緒
に

集
中
管
理
す
る
仕
組
み
を
、
両
者
共
同
で
構

築
・
運
営
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
両

者
が
著
作
権
情
報
を
共
有
す
れ
ば
、
権
利
処
理

の
効
率
が
上
が
る
だ
け
で
な
く
、
双
方
が
同
じ

資
料
を
重
複
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
な
ど
の
無

駄
も
排
除
し
や
す
く
な
る
か
ら
で
す
。
著
作
権

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に
あ
た
っ
て
は
、
当
館
が

こ
れ
ま
で
行
な
っ
て
き
た
著
作
権
処
理
の
経
験

を
生
か
し
な
が
ら
、
関
係
府
省
や
民
間
と
協
力

し
あ
い
、
著
作
物
の
著
作
権
ス
テ
イ
タ
ス
を
一

元
的
に
把
握
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
作
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
現
在
文
化
庁
で
は

「
著
作
権
の
集
中
管
理
の
促
進
に
関
す
る
実
証

実
験
」
を
行
な
っ
て
お
り
、
今
後
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築
や
運
用
に
関
す
る
提
案
が
行

な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
館
も
そ

の
実
験
に
連
携
す
る
こ
と
で
、
よ
り
有
効
な
著

作
権
情
報
の
集
中
管
理
シ
ス
テ
ム
を
実
現
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
紙
か
デ

ジ
タ
ル
か
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
資
料
の
情
報

を
登
録
で
き
る
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
国
立
国
会
図
書
館
の
蔵

書
は
も
と
よ
り
、
国
内
の
公
共
図
書
館
の
蔵

書
、
さ
ら
に
は
商
用
サ
イ
ト
で
確
認
で
き
る
資

料
の
所
蔵
機
関
の
蔵
書
情
報
も
登
録
さ
れ
て
お

り
、
現
時
点
で
七
〇
〇
〇
万
件
以
上
の
メ
タ

デ
ー
タ
﹇
注
5
﹈
が
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
既
に

A
P
I
﹇
注
6
﹈
を
使
っ
て
、
そ
の
情
報
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
こ
の
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
、
新
た
に

構
築
す
る
著
作
権
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
組

み
合
わ
せ
れ
ば
、
そ
の
本
の
書
誌
的
事
項
と
著

作
権
の
状
況
を
常
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
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ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
書
籍
の
権
利
処
理
を
迅

速
に
行
な
う
こ
と
が
で
き
、
デ
ジ
タ
ル
化
も
よ

り
一
層
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
電
子
書
籍
ビ
ジ

ネ
ス
に
お
け
る
国
立
国
会
図
書
館
の
役
割
を
改

め
て
考
え
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
電
子
書
籍

の
普
及
に
よ
っ
て
読
者
人
口
が
増
え
、
出
版
全

体
の
市
場
が
拡
大
し
て
、
出
版
ビ
ジ
ネ
ス
が
加

速
さ
れ
て
い
く
」
と
い
う
流
れ
を
支
援
す
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
資
料
や

情
報
な
ど
の
文
化
的
資
産
を
長
期
保
存
し
、
そ

の
利
用
を
将
来
に
わ
た
っ
て
保
障
す
る
、
つ
ま

り
利
用
者
に
と
っ
て
は
ラ
ス
ト
リ
ゾ
ー
ト（
最
後

の
よ
り
ど
こ
ろ
）、
提
供
者
に
と
っ
て
は
ダ
ー
ク

ア
ー
カ
イ
ブ
と
な
る
と
い
う
、
国
立
国
会
図
書

館
の
役
割
が
あ
る
わ
け
で
す
。
私
た
ち
は
そ
の

い
ず
れ
に
お
い
て
も
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
今
後
さ
ら
に
対
応
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

マ
ル
ケ
▼
中
山
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
で
は
今
回
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
締

め
る
に
あ
た
り
、
ラ
シ
ー
ヌ
館
長
に
再
度
ご
登

壇
い
た
だ
き
、
今
度
は
仏
国
立
図
書
館
と

G
oogle

の
関
係
に
つ
い
て
発
表
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ラ
シ
ー
ヌ
▼G

oogle

と
図
書
館
と
の
関
係
に
つ

い
て
ま
ず
言
え
る
こ
と
は
、G

oogle

が
「
世

界
中
の
す
べ
て
の
文
化
遺
産
、
書
籍
、
印
刷
物

を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
」
と
い
う
、
か
つ
て
な
い

タ
イ
プ
の
野
望
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
ほ
ん
の
七
年
前
に
出
て
き
た
構
想

で
あ
り
、
当
時
、
多
く
の
人
は
こ
の
野
望
を
狂

気
の
沙
汰
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
後
、G

oogle

は
自
社
の
強
力
な

資
金
力
と
技
術
力
、
そ
し
て
作
品
を
保
存
し
て

い
る
図
書
館
の
存
在
に
よ
っ
て
、
こ
の
ユ
ー
ト

ピ
ア
が
実
現
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
残
念
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
図
書
館
が
行
な
っ
て
き

た
デ
ジ
タ
ル
化
政
策
は
、
完
全
に
時
代
遅
れ
な

も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
仏

国
立
図
書
館
を
は
じ
め
と
し
た
図
書
館
が
行

な
っ
て
き
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
決

し
て
遅
す
ぎ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
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が
、G

o
o

gle

の
発
表
と
そ
の
計
画
の
進
捗

は
、状
況
を
完
全
に
覆
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
しG

oogle

の
計
画
に
対
し
て
は
、
世

界
中
か
ら
か
な
り
激
し
い
批
判
の
声
も
上
が
り

ま
し
た
。
中
で
も
多
か
っ
た
批
判
は
、
著
作
権

の
遵
守
に
関
す
る
も
の
、
そ
し
てG

oogle

の

よ
う
な
力
の
あ
る
企
業
が
書
籍
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
独
占
す
る
こ
と
を
危
惧
す
る
も
の
で
し
た
。

そ
の
中
で
我
々
は
、G

oogle

の
や
り
方
を
完

全
に
拒
絶
す
る
か
、
ま
た
は
交
渉
を
模
索
す
る

か
の
岐
路
に
立
た
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
選
択
は

そ
う
簡
単
な
も
の
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全

土
で
も
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
ど
ち
ら
の
対
応
を
す

る
べ
き
か
で
世
論
は
揺
れ
ま
し
た
し
、
と
き
に

は
同
時
に
両
方
の
対
応
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
た
だ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で
も
イ
ギ
リ

ス
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、

ド
イ
ツ
な
ど
は
、
比
較
的
早
く
か
らG

oogle

と
協
力
す
る
道
を
選
び
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
そ

れ
ら
の
国
の
図
書
館
は
、
国
か
ら
の
援
助
が
潤

沢
で
は
な
く
、G

oogle

と
協
力
し
あ
う
以
外

に
大
々
的
な
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
道
が
な

か
っ
た
か
ら
で
す
。

　
し
か
し
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
、
事
情
は
も
う
少

し
複
雑
で
し
た
。
先
に
挙
げ
た
二
つ
の
批
判
に

加
え
て
、G

oogle

と
出
版
社
の
間
に
も
大
き

な
対
立
が
生
じ
た
か
ら
で
す
。G

oogle

の
計

画
が
発
表
さ
れ
る
と
す
ぐ
、
フ
ラ
ン
ス
の
出
版

社
はG

oogle

を
訴
え
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は

「G
oogle

が
フ
ラ
ン
ス
の
出
版
物
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
、
出
版
社
や
著
者
の
許
可
な
し
に
、
ア
メ

リ
カ
の
大
学
の
蔵
書
を
基
に
し
て
行
な
っ
た
か

ら
」
で
す
。G

oogle

は
フ
ラ
ン
ス
の
出
版
組

合
だ
け
で
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
最
大
の
出
版
社
で

あ
るH

achette

社
やLa M

arntinière

な

ど
、
個
々
の
出
版
社
か
ら
も
提
訴
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
交
渉
期
間
を
経
て
、

ま
ず
二
〇
一
一
年
にH

achette

社
と
、
翌
二

〇
一
二
年
夏
に
フ
ラ
ン
ス
の
出
版
社
全
体
と
合

意
し
、
係
争
は
解
決
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
他
国

で
は
ま
だ
例
の
な
い
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
ア

メ
リ
カ
で
は
、G

oogle

と
作
者
・
出
版
社
と

の
合
意
は
、
未
だ
連
邦
裁
判
所
に
承
認
さ
れ
て

い
な
い
の
で
す
か
ら
。
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一
方
、G

oogle

は
出
版
社
と
の
話
し
合
い

と
並
行
し
て
図
書
館
に
も
接
触
し
、
デ
ジ
タ
ル

化
へ
の
合
意
を
取
り
付
け
て
き
ま
し
た
。
た
と

え
ば
フ
ラ
ン
ス
で
も
重
要
な
図
書
館
の
一
つ
で

あ
る
リ
ヨ
ン
市
立
図
書
館
は
、
著
作
権
で
保
護

さ
れ
て
い
る
文
化
遺
産
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
つ
い
て
、G

oogle

と
非
常
に
重
要

な
合
意
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
仏
国
立
図
書
館

で
は
、
出
版
社
とG

oogle

の
係
争
が
解
決
す

る
ま
で
の
間
は
、G

oogle

と
の
交
渉
を
保
留

し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
間
に
出
版
社
や

著
作
者
と
協
議
を
重
ね
、、
二
〇
一
二
年
二
月

二
二
日
に
、先
に
も
紹
介
し
た
新
し
い
法
律（
著

作
権
は
あ
る
が
現
在
市
場
に
流
通
し
て
い
な
い
書
籍
の
デ
ジ

タ
ル
化
と
、
そ
の
商
業
的
活
用
を
可
能
に
す
る
法
律
）
の

制
定
を
実
現
し
た
の
で
す
。
こ
の
法
律
の
効
力

が
及
ぶ
範
囲
に
お
い
て
は
、
も
は
や
仏
国
立
図

書
館
はG

oogle

と
対
立
関
係
で
は
な
く
、
協

力
関
係
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

私
た
ち
がG

oogle

と
協
力
関
係
を
結
ぶ
ま

で
に
時
間
が
か
か
っ
た
理
由
は
二
つ
あ
り
ま

す
。
一
つ
はG

oogle

と
出
版
社
の
合
意
が
結

ば
れ
て
お
ら
ず
、
係
争
が
長
期
に
及
ん
だ
こ

と
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
先
に
説
明
し
た
官

民
協
力
の
枠
組
み
に
よ
る
資
金
調
達
の
仕
組
み

が
、
私
た
ち
に
と
っ
てG

oogle

と
の
提
携
以

上
に
有
益
な
も
の
だ
っ

た
こ
と
で
す
。

G
oogle

の
協
力
を
得
て
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
資

料
は
、
利
用
者
に
無
償
で
提
供
さ
れ
る
た
め
、

利
用
者
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
私
た

ち
図
書
館
側
に
は
何
の
利
益
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
対
し
て
官
民
協
力
の
枠
組
み
で
デ
ジ
タ

ル
化
し
た
資
料
は
、
仏
国
立
図
書
館
外
に
は
有

償
で
提
供
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
こ
か
ら
収

益
を
得
て
、
再
び
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
に
投
資
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

現
在
、
私
た
ち
はG

oogle

と
の
協
力
関
係

に
合
意
し
ま
し
た
が
、
か
と
言
っ
て
優
先
的
に

こ
の
協
力
関
係
を
進
め
る
と
い
う
も
の
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
先
に
挙
げ
た
リ
ヨ
ン
市
立

図
書
館
の
収
蔵
資
料
の
う
ち
、G

oogle

が
す

で
に
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
何
十
万
冊
も
の
資
料
の

デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
今
後
ガ
リ
カ
の
中
に
導

入
す
る
合
意
を
取
り
付
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
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す
。
こ
の
構
想
自
体
に
は
、G

oogle

か
ら
も

リ
ヨ
ン
市
立
図
書
館
か
ら
も
異
論
の
声
は
な
い

の
で
、
今
後
ど
の
よ
う
な
形
式
で
実
行
す
る
か

を
考
え
る
段
階
に
き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
同

様
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
出
版
社
はG

oogle

が
す

で
に
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
書
籍
をG

oogle

と
提

携
し
て
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
先
に

挙
げ
た
新
し
い
法
律
の
枠
組
み
の
中
で
活
用
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
今
後
、
フ
ラ
ン

ス
の
出
版
社
が
電
子
書
籍
を
活
用
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
二
種
類
の
選
択
肢
が
あ
る
と
い
う

わ
け
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル

化
革
命
を
起
こ
し
たG

oogle
は
、
今
や
出
版

社
に
と
っ
て
も
、
私
た
ち
仏
国
立
図
書
館
や
リ

ヨ
ン
市
立
図
書
館
に
と
っ
て
も
、
重
要
な
パ
ー

ト
ナ
ー
に
な
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

マ
ル
ケ
▼
ラ
シ
ー
ヌ
館
長
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
植
村
会
長
、
ラ
シ
ー
ヌ
館
長
の
お
話

を
受
け
て
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
、
日
本
の

出
版
社
はG

oogle

に
対
し
て
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

植
村
▼
今
の
ラ
シ
ー
ヌ
館
長
の
発
表
は
、日
本
の

出
版
関
係
者
や
図
書
館
関
係
者
に
と
っ
て
は
、

実
に
驚
く
べ
き
話
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
認
識
で
は
、G

oogle

と
の
戦
い
で

世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
の
は
フ
ラ
ン
ス
で
あ

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
電
子
図
書

館
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ー
ナ
」
も

生
ま
れ
た
と
聞
い
て
い
た
か
ら
で
す
。
で
も
実

際
に
は
、G

oogle

と
仏
国
立
図
書
館
は
す
で

に
協
力
関
係
に
あ
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
フ
ラ

ン
ス
国
内
に
、G

oogle

の
独
占
を
避
け
る
枠

組
み
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
き
た

こ
と
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
わ
か
っ
た
の
は
、
フ
ラ
ン

ス
で
は
民
間
だ
け
で
な
く
、
国
も
積
極
的
に
デ

ジ
タ
ル
化
を
支
援
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
確
か
に
パ
ブ
リ
ッ
ジ
は
官
民
フ
ァ
ン
ド

の
出
資
を
受
け
ま
し
た
が
、
組
織
上
は
純
粋
な

株
式
会
社
で
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
「
書
籍

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て

い
る
わ
け
で
す
。
で
も
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
仏
国

会
図
書
館
が
国
の
予
算
を
使
っ
て
、
ど
ん
ど
ん
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デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
は

も
と
も
と
「
自
国
の
言
葉
を
守
る
こ
と
が
自
国

の
文
化
を
守
る
こ
と
だ
」
と
い
う
認
識
が
あ
る

と
聞
き
ま
す
が
、
国
も
そ
れ
を
支
援
し
て
い
る

ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
こ
そ
、
政
策
と
し
て

「G
oogle

と
組
む
」
と
い
う
選
択
も
で
き
る
の

で
し
ょ
う
。

　
日
本
は
フ
ラ
ン
ス
に
比
べ
て
、
文
字
や
出
版

と
い
う
文
化
と
国
と
の
間
に
は
、
も
う
ち
ょ
っ

と
距
離
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら

デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り
組
み
も
、
現
時
点
で
は
国

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
で
は
な
く
、
民
間
企

業
で
あ
る
パ
ブ
リ
ッ
ジ
や
国
立
国
会
図
書
館
と

い
う
仲
介
役
を
挟
み
な
が
ら
、
日
本
的
な
枠
組

み
の
中
で
進
ん
で
い
く
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

マ
ル
ケ
▼
ラ
シ
ー
ヌ
館
長
、
植
村
会
長
の
ご
意
見

を
聞
い
て
い
か
が
で
す
か
？

ラ
シ
ー
ヌ
▼
そ
う
で
す
ね
、確
か
にG

oogle

と
の

関
係
は
複
雑
な
も
の
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
も

し
ば
し
ば
熱
っ
ぽ
く
議
論
さ
れ
る
問
題
で
す
。

実
はG

oogle

の
検
索
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
の
市

場
シ
ェ
ア
が
世
界
一
高
い
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
な

の
で
す
。
で
す
か
ら
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
は
、

G
oogle

に
対
す
る
恐
れ
も
大
き
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　
ま
た
「
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ー
ナ
」
の
お
話
が
出
た

の
で
少
し
触
れ
て
お
き
ま
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
は

六
年
前
に
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ー
ナ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
の
立
場
に
な
り
、
現
在
は

私
が
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ー
ナ
の
代
表
を
務
め
て
い
ま

す
。
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ー
ナ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
の

デ
ジ
タ
ル
資
料
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
電
子
図
書

館
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
で
は
あ
り
ま
す
が
、

G
oogle books

と
競
合
す
る
性
質
の
も
の
で

は
な
く
、
ま
っ
た
く
違
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
上
に

あ
る
も
の
で
す
。
た
だ
、
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ー
ナ
の

体
裁
は
六
年
前
か
ら
進
化
し
て
い
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
あ
っ
て
、
現
在
で
は
ヨ
ー

ロ
ピ
ア
ー
ナ
とG

oogle

は
対
立
関
係
と
言
う

よ
り
、
む
し
ろ
協
力
関
係
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
先
ほ
ど
も
お
話
し
た
よ
う
に
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
国
の
政
府
は
予
算
的
な
問
題
も
あ
っ

て
、
次
々
にG

oogle

と
の
合
意
を
承
認
・
推

奨
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
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て
は
、G

oogle

と
の
対
立
図
式
は
も
は
や
過

去
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
す
。
も
し
対
立
が

残
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
著
作
権
で
保

護
さ
れ
て
い
る
書
籍
に
関
す
る
分
野
だ
け
で
あ

り
、
著
作
権
が
切
れ
た
書
籍
に
つ
い
て
の
問
題

は
解
決
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
な
お
、
著

作
権
が
残
っ
て
い
る
書
籍
に
つ
い
て
の
出
版
社

とG
oogle

と
の
関
係
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
関
し

て
は
他
の
国
よ
り
も
少
し
提
携
が
進
ん
で
い
ま

す
。
出
版
社
が
協
議
し
て
、
著
作
権
の
保
護
下

に
あ
る
書
籍
に
関
し
て
は
、G

oogle

と
著
作

権
者
の
双
方
が
納
得
で
き
る
条
件
をG

oogle

に
受
け
入
れ
さ
せ
た
か
ら
で
す
。

　

た
だ
、
そ
う
は
言
っ
て
もG

oogle

と
の
関

係
は
、
今
で
も
し
ば
し
ば
対
立
的
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
現
時
点
で
生
じ
て
い

る
問
題
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
資
料
の
デ
ジ

タ
ル
化
で
得
ら
れ
たG

oogle

の
利
益
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
に
税
金
と
し
て
還
元
さ
れ
な
い
こ

と
で
す
。G

oogle

の
本
社
は
ア
メ
リ
カ
に
あ

り
ま
す
か
ら
、
税
金
は
す
べ
て
ア
メ
リ
カ
に
納

め
ら
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
入
っ
て
こ
な
い
の

で
す
。
こ
の
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

G
oogle

に
関
し
て
は
本
当
に
次
々
と
い
ろ
い

ろ
な
問
題
が
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
もG

oogle

の
権
力
の
大
き
さ
の
裏
返
し
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。

マ
ル
ケ
▼
ご
説
明
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
日
の
皆
さ
ん
の
お
話
を
通
じ
て
、
公
共
図
書

館
の
力
が
な
け
れ
ば
、
書
籍
の
デ
ジ
タ
ル
化
は

不
可
能
な
の
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
。
で
は
こ
こ
で
、
会
場
か
ら
の
質
問
を
受

け
付
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
場
▼
日
仏
図
書
館
情
報
学
会
会
長
の
波
多
野

と
申
し
ま
す
。
私
た
ち
は
民
間
ベ
ー
ス
で
日
仏

の
文
化
、
と
り
わ
け
図
書
館
や
情
報
関
係
の
交

流
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
立
場
か
ら
、
大

滝
館
長
に
一
つ
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
現
在
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館

で
は
、
従
来
の
図
書
を
は
じ
め
と
し
た
印
刷
物

だ
け
で
な
く
、版
画
や
写
真
、
メ
ダ
ル
・貨
幣
、

あ
る
い
は
音
声
資
料
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料

を
収
集
し
て
い
て
、
お
そ
ら
く
そ
れ
ら
も
デ
ジ

タ
ル
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
一
方
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国
立
国
会
図
書
館
で
も
、
錦
絵
な
ど
の
画
像
資

料
を
集
め
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
今
後
国
立
の
中

央
図
書
館
と
し
て
、
ど
の
程
度
の
範
囲
で
文
化

財
を
集
め
、
そ
れ
ら
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
こ

う
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
ヨ
ー
ロ

ピ
ア
ー
ナ
は
、
欧
州
の
美
術
館
や
図
書
館
が
所

蔵
す
る
資
料
を
閲
覧
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す

が
、
日
本
の
国
立
国
会
図
書
館
で
も
、
将
来
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
作
っ

て
、
他
の
図
書
館
で
集
め
た
資
料
も
含
め
て
公

開
す
る
と
い
う
よ
う
な
計
画
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
映
画
や
テ
レ
ビ

番
組
は
図
書
館
と
は
別
の
国
家
機
関
が
資
料
を

収
集
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
は
ど
う
な
の
で

し
ょ
う
か
。
映
像
も
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
図
書

以
外
の
資
料
の
収
集
と
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い

て
、
国
立
国
会
図
書
館
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
し
て
い
く
の
か
、
お
伺
い
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

大
滝
▼
確
か
に
フ
ラ
ン
ス
と
比
べ
る
と
、国
立
国

会
図
書
館
が
取
り
組
ん
で
き
た
資
料
の
収
集
の

範
囲
は
、
か
な
り
限
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
環

境
に
お
い
て
は
、
国
内
の
公
共
図
書
館
な
ど
の

収
集
資
料
を
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
介
し
て
つ
な

ぐ
と
と
も
に
、
収
集
対
象
と
す
る
資
料
の
範
囲

も
増
や
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
、
実

際
に
一
部
は
収
集
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
た
と

え
ば
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
の
台
本
な
ど
も
近
々
か

な
り
の
数
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
収
集
す
る
予
定

で
す
し
、「
歴
史
的
音
源
」
と
し
て
レ
コ
ー
ド
の

音
源
な
ど
も
収
集
の
対
象
に
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
の
中
で
著
作
権
の
問
題
が
な
い
資
料
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
一
般
の
利
用
者
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
時
点
で
私
た
ち
が
最
優
先
で
収
集

の
対
象
と
し
て
い
る
の
は
、
東
日
本
大
震
災
関

連
の
記
録
等
の
ア
ー
カ
イ
ブ
で
す
。
こ
れ
は
前

に
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
全
国
の
関
係
機
関
で

分
散
し
て
収
集
保
存
す
る
予
定
で
す
。
大
震
災

の
あ
ら
ゆ
る
記
録
を
残
す
た
め
に
、
こ
れ
ま
で

国
立
国
会
図
書
館
が
収
集
の
対
象
と
し
て
き
た

出
版
物
だ
け
で
な
く
、
ま
さ
に
「
大
震
災
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
記
録
」
を
継
承
す
る
た
め
、
あ



ら
ゆ
る
資
料
の
収
集
を
進
め
て
い
く
つ
も
り
で

す
。

マ
ル
ケ
▼
大
滝
館
長
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
で
は
、
こ
れ
で
討
論
会
を
締
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
本
日
の
討
論
会
は
、
非
常
に
意
味
の

あ
る
有
益
な
会
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
ラ

シ
ー
ヌ
館
長
の
来
日
の
目
的
の
一
つ
は
、
二
〇

一
四
年
か
ら
運
用
予
定
の
日
仏
共
同
デ
ジ
タ
ル

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
立
ち
上
げ
に
関
す
る
準
備

で
し
た
が
、
こ
の
討
論
会
を
通
じ
て
、
そ
の
良

き
第
一
歩
が
踏
み
出
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
本
日
は
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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